
　

国
に
よ
る
生
活
保
護
費
の
基

準
額
引
き
下
げ
は
憲
法
が
保
障

す
る
生
存
権
を
侵
害
す
る
と
し

て
、
富
山
市
の
受
給
者
５
人
が

減
額
処
分
の
取
り
消
し
な
ど
を

求
め
た
訴
訟
で
、
富
山
地
方
裁

判
所
は
１
月
24
日
、
処
分
を
取

り
消
す
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

　

判
決
で
は
、
生
活
保
護
世
帯

の
可
処
分
所
得
を
調
べ
る
際
に

厚
生
労
働
省
が
用
い
た
指
数
は

「
実
態
と
大
き
く
乖
離
し
た
も

の
」
と
し
て
、
原
告
側
が
主
張

し
た
「
デ
フ
レ
調
整
」（
左
コ

ラ
ム
参
照
）の
問
題
点
を
認
め
、

所
得
が
過
大
評
価
さ
れ
た
と
結

論
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で

「
厚
生
労
働
大
臣
の
判
断
に
は

裁
量
権
の
逸
脱
や
濫
用
が
認
め

ら
れ
引
き
下
げ
の
処
分
は
違
法

だ
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

訴
え
ら
れ
た
富
山
市
と
、
訴

え
た
受
給
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名

古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部
に

控
訴
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
基
準
は
、
地
方
税

の
非
課
税
、
国
保
保
険
料
や
介

護
保
険
料
の
減
免
基
準
の
指
標

に
な
る
な
ど
様
々
な
低
所
得
者

施
策
と
連
動
し
て
お
り
、
基
準

額
の
引
き
下
げ
は
受
給
者
だ
け

で
は
な
く
、
国
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

協
会
が
賛
助
団
体
と
し
て
関

わ
る
「
反
‐
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
や
ま
」（
反
貧
困
ネ
ッ
ト

生
活
保
護
減
額
訴
訟
で
、
富
山
地
裁
が
判
決

生
活
保
護
費
の
減
額
処
分
取
り
消
し

医科 点数表改定のポイント

　『点数表改定のポイント』は、今回の診療
報酬改定において新設された項目、取扱い
が変更になった項目をまとめた唯一の手引
書です。
　「どのような点数が新設されるのか」「現
在の点数の何がどう変わるのか」といった
内容を確認、理解するために必須の１冊で
す。今年６月からの新点数への対応にぜひ
ご活用ください。

　

困
窮
者
の
方
の
「
い
の
ち
の

と
り
で
」
と
な
る
生
活
保
護
。

憲
法
第
25
条
１
項
が
保
障
す
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
」（
生
存

権
）
を
具
体
化
し
た
と
て
も
重

要
な
制
度
で
す
。
生
活
保
護
が

十
分
に
機
能
し
な
け
れ
ば
、
文

字
通
り
国
民
の
「
生
存
」
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
費
は
、
国
が
定
め

た
「
生
活
保
護
基
準
」
に
基
づ

い
て
具
体
的
に
計
算
さ
れ
支
給

さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
生
活
保
護

基
準
」
の
大
幅
引
き
下
げ
が
続

い
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　

国
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
16

年
に
か
け
て
平
均
６
・
５
％
、
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2022
年
４
月

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

団　体　名 電話番号 【FAX 番号】 〒 所　在　地

北海道保険医会 011-231-6281 【231-6283】 060-0042 札幌市中央区大通西6-6　北海道医師会館3F
青森県保険医協会 017-722-5483 【774-1326】 030-0823 青森市橋本 3-15-5　青森県保険医会館内

岩手県保険医協会 019-651-7341 【651-7374】 020-0034 盛岡市盛岡駅前通り 15-19　盛岡フコク生命ビル8F

宮城県保険医協会 022-265-1667 【265-0576】 980-0014 仙台市青葉区本町 2-1-29  仙台本町ホンマビル4F

秋田県保険医協会 018-832-1651 【833-6880】 010-0001 秋田市中通2-2-21　秋田ﾌｺｸ生命ビル2F

山形県保険医協会 023-642-2838 【642-2839】 990-0043 山形市本町 2-1-2　フコク生命ビル2F

福島県保険医協会 024-531-1151 【531-1153】 960-8252 福島市御山字中屋敷96番地　福島県保険医会館

茨城県保険医協会 029-823-7930 【822-1341】 300-0038 土浦市大町12-31

栃木県保険医協会 028-666-7814 【666-7815】 320-0864 宇都宮市住吉町1-10

群馬県保険医協会 027-220-1125 【220-1126】 371-0023 前橋市本町2-15-10　前橋フコク生命ビル8F

埼玉県保険医協会 048-824-7130 【824-7547】 330-0074 さいたま市浦和区北浦和 4-2-2　アンリツビル5F

千葉県保険医協会 043-248-1617 【245-1777】 260-0031 千葉市中央区新千葉 2-7-2　大宗センタービル4F

東京保険医協会 03-5339-3601 【5339-3449】 160-0023 新宿区西新宿 3-2-7　KDX 新宿ビル4F

　〃 三多摩分室 042-325-1351 【325-1802】 185-0021 国分寺市南町 3-25-9　カメダビル4F

東京歯科保険医協会 03-3205-2999 【3209-9918】 169-0075 新宿区高田馬場 1-29-8　いちご高田馬場ﾋﾞﾙ6F

神奈川県保険医協会 045-313-2111 【313-2113】 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-23-2 　TS プラザビル2F

山梨県保険医協会 055-227-5434 【227-5435】 400-0862 甲府市朝気 1-3 ｰ 26

新潟県保険医会 025-241-8625 【241-4959】 950-0865 新潟市中央区本馬越 2-17-5

富山県保険医協会 076-442-8000 【442-3033】 930-0004 富山市桜橋通り 6-13　フコクビル 11F

石川県保険医協会 076-222-5373 【231-5156】 920-0902 金沢市尾張町 2-8-23　太陽生命金沢ビル8F

福井県保険医協会 0776-21-1660 【21-1649】 910-0038 福井市三ツ屋 2-704-1　

長野県保険医協会 026-226-0086 【226-8698】 380-0928 長野市若里1-5-26　長野県保険医会館

岐阜県保険医協会 058-267-0711 【267-0712】 500-8844 岐阜市吉野町6-14　大樹生命岐阜駅前ビル6F

静岡県保険医協会 054-281-6845 【281-7473】 422-8067 静岡市駿河区南町18-1　サウスポット静岡8F

愛知県保険医協会 052-832-1345 【834-3512】 466-8655 名古屋市昭和区妙見町19-2　愛知県保険医会館内

三重県保険医協会 059-225-1071 【225-1088】 514-0062 津市観音寺町429-13　

滋賀県保険医協会 077-522-1152 【525-3093】 520-0047 大津市浜大津 2-1-36　大津フコク生命ビル8F

京都府保険医協会 075-212-8877 【212-0707】 604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637
インターワンプレイス烏丸6F

京都府歯科保険医協会 075-746-7680 【746-4711】 604-8106 京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町670番地1
吉岡御池ビル2F

大阪府保険医協会 06-6568-7721 【6568-2389】 556-0021 大阪市浪速区幸町 1-2-33　大阪府保険医会館内 1F

大阪府歯科保険医協会 06-6568-7731 【6568-0564】 556-0021 大阪市浪速区幸町 1-2-33　大阪府保険医会館内 3F

兵庫県保険医協会 078-393-1801 【393-1802】 650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31　神戸ﾌｺｸ生命海岸通ﾋﾞﾙ5F

奈良県保険医協会 0742-33-2553 【34-9644】 630-8013 奈良市三条大路 2-1-10

和歌山県保険医協会 073-436-3766 【436-4827】 640-8157 和歌山市八番丁11番地　日本生命和歌山八番丁ﾋﾞﾙ8F

鳥取県保険医協会 0859-24-3063 【24-3066】 683-0853 米子市両三柳877-1　鳥取県保険医会館

島根県保険医協会 0852-25-6250 【27-5724】 690-0044 松江市浜乃木4-4-1　久谷ビル1F

岡山県保険医協会 086-277-3307 【277-3371】 703-8266 岡山市中区湊  487-1　

広島県保険医協会 082-262-5424 【262-5427】 732-0825 広島市南区金屋町 2-15 KDX 広島ビル4F

山口県保険医協会 083-973-9630 【974-5900】 754-0026 山口市小郡栄町1-2　山口県保険医会館内

徳島県保険医協会 088-626-1221 【623-6754】 770-0847 徳島市幸町 1-44　徳島フコク生命ビル5F

香川県保険医協会 087-802-1335 【802-1336】 760-0057 高松市旅篭町14-8　ボヌール旅篭1F

愛媛県保険医協会 089-989-2511 【989-2711】 790-0003 松山市三番町4丁目7-7　愛媛汽船松山ビル3F

高知保険医協会 088-832-5231 【832-5229】 780-8035 高知市河ノ瀬町41-1　AQUSH ビル4F

福岡県保険医協会 092-451-9025 【451-6642】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ﾋﾞﾙ8F

福岡県歯科保険医協会 092-473-5646 【473-7182】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ﾋﾞﾙ8F

佐賀県保険医協会 0952-29-1933 【23-5218】 840-0801 佐賀市駅前中央 1-9-45　大樹生命佐賀駅前ビル4F

長崎県保険医協会 095-825-3829 【825-3893】 850-0056 長崎市恵美須町 2-3　フコク生命ビル2F

熊本県保険医協会 096-385-3330 【385-6448】 862-0950 熊本市中央区水前寺 6-50-25　中島ビル4F

大分県保険医協会 097-568-0066 【568-1570】 870-0951 大分市大字下郡1602-1　大分県保険医会館1F

宮崎県保険医協会 0985-29-9516 【29-1256】 880-0056 宮崎市神宮東 3-4-21　山本コーポ1F

鹿児島県保険医協会 099-254-8662 【254-8667】 890-0056 鹿児島市下荒田 3-44-18　のせビル3F

沖縄県保険医協会 098-832-7813 【832-4482】 902-0078 那覇市字識名1195-1　大城産業ビル1F　106号

全国保険医団体連合会 03-3375-5121 【3375-1862】 151-0053 渋谷区代々木 2-5-5　新宿農協会館内
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世
帯
に
よ
っ
て
は
最
大
10
％
、

生
活
保
護
基
準
を
引
き
下
げ
ま

し
た
。
１
９
５
０
年
の
現
行
生

活
保
護
法
制
定
以
来
、
１
％
以

上
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
前

代
未
聞
の
大
幅
引
き
下
げ
で
す
。

　

一
旦
「
最
低
限
度
の
生
活
」

の
ラ
イ
ン
と
し
て
定
め
ら
れ
た

基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、

当
然
、
生
活
保
護
利
用
者
の
方

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
ま
す
。
収
入
の
６
・
５
％
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、

裕
福
な
世
帯
と
「
最
低
限
度
の

生
活
」
を
営
ん
で
い
る
世
帯
で

は
影
響
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

　

政
府
が
主
張
す
る
引
き
下
げ

の
理
由
は
２
つ
。「
デ
フ
レ
調

整
」
と
「
ゆ
が
み
調
整
」
で

す
。
特
に
問
題
な
の
は
「
デ
フ

レ
調
整
」。
簡
単
に
い
う
と「
生

活
保
護
世
帯
は
物
価
下
落
（
デ

フ
レ
）
の
恩
恵
に
よ
り
可
処
分

所
得
が
実
質
的
に
増
え
て
い
る

（
生
活
が
楽
に
な
っ
て
い
る
）

た
め
、
そ
の
分
基
準
を
引
き
下

げ
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。
政

府
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
11
年

の
３
年
間
で
生
活
保
護
世
帯
で

は
４
・
78
％
の
デ
フ
レ
が
生
じ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
割
合

分
基
準
を
引
き
下
げ
た
と
主
張

し
て
い
ま
す
。

　

経
済
に
関
心
が
あ
る
方
は

「
３
年
間
で
４
・
78
％
の
デ
フ

レ
」
が
極
め
て
異
常
な
数
字
だ

と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。実
際
、

　
　
　
　

県
内
の
生
活
困
窮
者
の
い
ま　

⑪　
（
再
掲
：
２
０
２
０
年
３
月
15
日
号
よ
り
）

「統計操作」による生活保護引き下げ①

反-貧困ネットワークとやま共同代表

　弁護士　　西山　貞義

日
本
に
お
け
る
過
去
約
50
年
間

の
一
般
世
帯
消
費
者
物
価
指
数

を
見
て
も
、
３
年
間
で
の
最
大

の
デ
フ
レ
は
２
・
35
％
。
政
府

が
い
う
「
３
年
間
で
４
・
78
％

の
デ
フ
レ
」
が
い
か
に
未
曾
有

で
猛
烈
な
デ
フ
レ
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　
「
こ
ん
な
デ
フ
レ
、
さ
す
が

に
今
の
日
本
で
も
起
き
て
い
る

は
ず
が
な
い
」。
そ
う
感
じ
た

の
が
私
が
こ
の
問
題
に
関
わ
り

始
め
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

本
当
に
生
活
保
護
世
帯
は

「
３
年
間
で
４
・
78
％
」
と
い

う
未
曾
有
で
猛
烈
な
デ
フ
レ
に

見
舞
わ
れ
て
い
た
の
か
？　

　

案
の
定
、
答
え
は
ノ
ー
で
し

た
。
続
き
は
次
回
で
。

医科 新点数運用Q&A

　改定で生じた新点数に対する疑問とその
回答を「Q＆A」形式にまとめた疑義解釈集。
各県の保険医協会に寄せられた疑問・質問
を保団連が取りまとめて発行するオリジナ
ルテキストです。
　３月の『点数表改定のポイント』発行以
降に厚労省から発出された疑義解釈などを
収載しているほか、レセプト記載要領の変
更点も解説しています。

2024年 診療報酬改定関連書籍  お送りしているチラシ・協会ホームページからお申し込みください

歯科 改定の要点と解説

　『改定の要点と解説』は、歯科診療報酬の
改定内容を解説した保団連オリジナルの冊
子です。
◇　歯科診療報酬点数表
◇　2024年歯科診療報酬改定の要点
◇　診療報酬改定点数と解説
◇　改定事例（症例集）
◇　資料（施設基準の届出、取扱いの注意

事項など）

歯科 保険診療の研究

　歯科点数表の中から、注意が必要な点数項
目を抜粋し、わかりやすい表現でまとめた解
説書です。主な項目の算定症例のほか、カル
テやレセプト記載の注意点も掲載します。
　初・再診料、医学管理、在宅医療、検査、
画像診断、投薬、麻酔、処置、リハビリテー
ション、手術、歯周疾患、歯冠修復、ブリッジ、
有床義歯、ほかに施設基準に係る届出様式や
患者提供文書などの資料を収載予定です。
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と
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ま
）
は
、
貧
困
問
題
の
社

会
的
解
決
に
向
け
た
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
今
回
の
裁
判
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

◆
西
山
貞
義
弁
護
士
の
話
（
弁

護
団
事
務
局
長
、
反
貧
困
ネ
ッ

ト
と
や
ま
共
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代
表
）　

富
山

地
裁
は
１
月
24
日
、
歴
史
的
判

決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。「
い

の
ち
の
と
り
で
裁
判
」（
生
活

保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲
訴

訟
）で
の
原
告
勝
訴
判
決
で
す
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国
は
、
２
０
１
３
年
８
月
か

ら
段
階
的
に
平
均
６
・
５
％
、

最
大
10
％
生
活
保
護
基
準
を
引

き
下
げ
ま
し
た
。
１
９
５
０
年

の
生
活
保
護
法
制
定
以
来
、
引

き
下
げ
は
２
回
だ
け
。
そ
の
率

も
０
・
９
％
と
０
・
２
％
で
す
。

ま
さ
に
前
例
の
な
い
大
幅
引
き

下
げ
で
す
。

　

引
き
下
げ
に
対
し
、
富
山
を

含
め
全
国
29
地
裁
で
保
護
費
減

額
処
分
の
取
り
消
し
等
を
求
め

る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
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今
回
の
引
き
下
げ
は
「
デ
フ

レ
調
整
」
を
理
由
の
一
つ
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
学
術
的
裏
付
け
の
な
い

独
自
指
標
で
測
定
し
た
結
果
、

生
活
保
護
世
帯
の
可
処
分
所
得

は
デ
フ
レ
に
よ
り
実
質
的
に

４
・
78
％
増
え
て
い
た
と
し
て
、

そ
の
分
だ
け
、
生
活
保
護
基
準

を
引
き
下
げ
ま
し
た
。し
か
し
、

経
済
統
計
学
者
等
は
声
を
揃
え

て
「
そ
ん
な
に
増
え
て
い
る
は

ず
が
な
い
」
と
指
摘
し
て
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ま

す
。
各
種
統
計
の
分
析
で
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、

実
質
的
増
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は
１
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半
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ら
２
％
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明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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ま
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医
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政
策
立
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Ｅ
Ｂ
Ｐ
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根
拠
に
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く
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策
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案
）
が
重
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で
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が
、
エ
ビ

デ
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ス
の
根
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で
あ
る
物
価
統

計
が
「
生
活
保
護
費
最
大
10
％

削
減
」
と
い
う
結
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導
く
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に
偽
装
さ
れ
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す
。
私
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年
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済
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に
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し
た
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全
国
で
は
高
裁
判
決
を
含
め

16
勝
12
敗
。
ほ
ぼ
勝
て
な
い
と

さ
れ
る
行
政
訴
訟
で
は
前
例
の

な
い
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況
で
す
。
統
計
が
歪
め

ら
れ
政
策
立
案
さ
れ
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と
い
う

問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
に
通

じ
る
大
問
題
で
す
。
裁
判
の
舞

台
は
高
裁
に
移
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
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目
・
ご
支
援
く
だ
さ
い
。
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